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LGBTの権利は人権：

オバマ政権下、すべての市民を平等に
オバマ政権において、LGBT（レスビアン・ゲイ・バイセクシュアル・トランスジェンダー）の平等を求める闘いは飛躍的な前進を遂げてきました。
今年6月26日、米連邦最高裁は、連邦法の「結婚防衛法（DOMA）」による結婚を男女間に限る、とした規定を違憲とする判決を下し、同時にカリフォルニア州の同性愛者同士の結婚を禁止する「プロポジション8（提案8号）」を却下するなど、歴史的な一日となりました。市民はどのように政治を動かし、このような社会変革をもたらすことができたのでしょうか。社会的平等を推進するアメリカの人権団体ヒューマン・ライツ・キャンペーン法務部長であるブライアン・モールトン氏をお招きしてLGBTの権利向上活動を中心としたアメリカの社会変革活動の実例についてお話いただきます。また、講演会のあとには歓談会を行います。
ご多忙とは存じますが、是非ご出席いただきますようお願い申し上げます。
日時
(
2013年9月12日（木）　
午後2時から4時  講演会






午後4時から5時　歓談会

会場
(
駐大阪・神戸米国総領事館　多目的ホール（5階）


〒530-8543 大阪市北区西天満2-11-5（大阪市役所北約100ｍ）


電話06-6315-5969　FAX 06-6315-5999


電子メール OsakaPD@state.gov　（担当中西）


講師
(
ヒューマン・ライツ・キャンペーン　法務部長


ブライアン・モールトン　氏

司会
(
駐大阪・神戸米国総領事館　



総領事


パトリック・リネハン　氏

ブライアン・モールトン　氏のご紹介
ＬＧＢＴをはじめとした人々の社会的平等化を推進しておりアメリカの人権団体ヒューマン・ライツ・キャンペーン（HRC）の法務部長として、雇用、保険、婚姻や税金優遇などの連邦政策を取り扱う弁護士チームを率いている。同時に、amicus curiae (法廷の友人)を組織し、ＬＧＢＴコミュニティーによる訴訟を支援している。ニューヨークの支援団体「全米ゲイ・レズビアン・タスクフォース（National Gay and Lesbian Task Force）」やニューヨーク州南部連邦地裁判事、デボラ・バッツ氏の下で研修生を経験した後、２００４年よりＨＲＣにて勤務している。テキサス大学オースティン校から古典学学士号を、ジョージ・ワシントン大学ロースクールより法学修士号を取得。アメリカにおけるトランスジェンダーの現状を記した「Transgender Americans: A Handbook for Understanding」の共著者。
******************************************************************************
準備の都合上、ご出席を電子メールまたは添付のファックス用紙にて至急ご連絡ください。数名まとめてご連絡くださっても結構です。
ご出席の際には、米国総領事館入館規則により、写真つき身分証明書をご持参ください。　　
＜＜＜　9月12日　ブライアン・モールトン氏　講演会　申し込み書　＞＞＞
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Consulate General of the United States, Osaka-Kobe
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